
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

遺贈寄付に関する認知がまだまだ広まらない中、各地域においてその認知拡大を目指して、勉強会を

各地合同で開催します。全国同時開催のシンポジウム終了後に、各地域では、独自企画を開催。 

山口県では遺贈寄付に関する読書会をします！ 

それぞれのお立場で、今まで気が付かなった社会貢献の形である遺贈寄付について考えてみませんか。 

年 月 日（木）  
A. 遺贈寄付に関心のある方、遺贈寄付をお考えの方など 

B. 遺贈寄付に関心のある NPO、大学など 

13:45~  趣旨説明  

14:00~ 【各地共通】オンライン講話「遺贈寄付のもつ意義」 

堀田 力さん（公益財団法人さわやか福祉財団 会⾧） 

14:30~  【各地共通】オンライン解説「遺贈寄付の考え方と手順」 

樽本 哲さん（弁護士・全国レガシーギフト協会 代表理事） 

15:00~  【山口県】オンライン読書会（～16：00 まで） 

対象 

日時 

内容 

申込 メール、電話、ＦＡＸ、（特定非営利活動法人 やまぐち県民ネット 21 まで） 

申込フォーム  https://forms.gle/q9dkuq3JNkPz5A4V6 →→ 

テキスト：星野哲『遺贈寄付 最期のお金の活かし方』（2018 年、幻冬舎） 

当日はテキストの概要を皆さんで共有し、意見交換等
を行います。（未読・未購入ともにＯＫ） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 属  

ふ り が な  団体での役割 

  

ふ り が な 団体での役割 
参 加 者 名 

  

連絡先 TEL    （    ）     ＦＡＸ    （    ） 

Mail ｱﾄﾞﾚｽ  
緊急連絡先 ※緊急用なので、できれば携帯電話番号をお書き下さい。  

 

ご意見・ご質問 
 

京都大卒業後、1961 年検事任官。東京地検特捜部検事としてロッキード事件の捜査・公判を担当。
91 年退官。現在、さわやか福祉財団会⾧として、「地域の住民が安心して心豊かに暮らせる社会」
を実現すべく、全国各地で絆のある地域づくりを推進。全国レガシーギフト協会前代表理事。 

 

企業や NPO の役員、顧問弁護士として、組織のコンプライアンスやガバナンス向上に尽力する
ほか、株主優待寄付の基盤構築など、善意の資金循環を促進する仕組みづくりに取り組む。樽本
法律事務所 代表、NPO のための弁護士ネットワーク 理事、非営利組織評価センター 監事ほか。 
 

＜講師プロフィール＞ 
 堀田 力氏（公益財団法人さわやか福祉財団 会⾧）  

樽本 哲氏（一般社団法人全国レガシーギフト協会 代表理事／弁護士） 

遺贈寄付とは？ 遺贈寄付ウィークとは？ 

送付先 083-921-2437（特定非営利活動法人やまぐち県民ネット２１） 
 

【山口県】特定非営利活動法人 やまぐち県民ネット 21 
753-0093 山口県山口市大殿大路 135-2 
TEL：083-921-2437 FAX：083-921-2437  
Email: yamaguchikenminnet@gmail.com 

 

問合せ先 

【全国】一般社団法人全国コミュニティ財団協会 
700-0822  岡山市北区表町 1 丁目 4-64  
上之町ビル３階 岡山 NPO センター内 
Email: web@cf-japan.org    

 

一般には、お亡くなりになる
方が、遺言によって、財産の
全部または一部を法定相続
人または法定相続人以外の
人（自然人または法人）に無
償で譲渡（贈与）することを
「遺贈」といいます。全国レ
ガシーギフト協会では、遺言
による寄付（遺贈）に加えて、
相続財産の寄付、信託による
寄付、の３つを総称して「遺
贈寄付」と呼んでいます。 
 

9 月 13 日は「国際遺贈寄付の日（International Legacy Giving Day）」です。
英国を始め海外では、10 年ほど前から、「国際遺贈寄付の日」の周辺で、
遺贈寄付をより知ってもらい、理解を深めてもらい、そして遺贈寄付の準備
を推奨するキャンペーンを実施しています。 
日本では、「国際遺贈寄付の日」に合わせ、遺贈寄付の日本国内での認知・
理解の向上を目指すことを目的として 2020 年から全国レガシーギフト協会
が主催で「遺贈寄付ウィーク」として始まりました。 
遺贈寄付として自分の思いを託す人、現金や不動産、その他いろいろな形に
乗った思いを受け取り、社会課題解決のため活用をさせていただく非営利組
織の受遺団体、そしてその間に立ち、思いを橋渡しする役の士業の方や専門
企業。それぞれのお立場で、今まで気が付かなった社会貢献の形である遺贈
寄付について考えてみる 1 週間、それが「遺贈寄付ウィーク」です。 
 


